
「
東
本
願
寺
寛
政
度
再
建
絵
伝」

と
そ
の
背
景

「
策
本
願
寺
党
政
度
再
建
絵
伝」

と
そ
の
背
景

青

木

馨

蔵所所究研Lじ文教仏学献

度
再
建
絵
伝」
（
仮
称）
を
紹
介
し
つ
つ
、

焼
失
に
よ
り
繰
返
さ
れ
た
東
本
願
寺
再
建

伺

に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る。

一

五臨

ま
ず
箱
警
に、

「
本
願
寺
第
八
世
中
興
慧
燈
大
師
之
行
蹟
画
二
軸

七
十
二
翁
雲

間

岡
書」
と
あ
る
が、

幸
い
札
銘
が
あ
り、

そ
れ
に
よ
り
東
本
願
寺
の
天
明
大
火
焼
失、

蹴

寛
政
度
再
建（
第
一

回
焼
失
一再
建）
に
か
か
る
絵
伝
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た。

そ
し

寺笛HK商店時本東

本
稿
は、

こ
の
ほ
ど
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
が
購
入
し
た
「
東
本
願
寺
寛
政

て
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
報
第
十
八
号
に
も、

更
概
を
紹
介
し
た0
2

ま
ず
材
質
・

法
量
は、

絹
本
著
色（
第
一

幅

二
ハ
コ一
・

六
刊ン
肘
×
八
七
・
三
村ン
目、

第
二
幅

二
台一
・
二
可
M
×
八
七
・
O
Hン
釘）、
一

幅
目
は
八
段
全
二
十
一

場
面、

二
幅
目
は
七
段
全
十
七
場
面
で
下
か
ら
上
へ
展
開
し、

描
法
も
こ
の
手
の
も
の
と
し



一
二

⑦
-
B
御
遷
化
(寛
政
四

・
一
「

二
二
」

⑦
-
c
御
葬
式
(同
四
・
閏
[
丁

四
]

⑧
I
A
七
日
々
々
御
弔

⑧
-
B
光
養
磨
殿
御
得
度
附
大
僧
正
御
転
任
(達
如
・
得
度
寛
政
四
・
二
こ

九
)

n
l
①
I
A
御
参
内
(寛
政
五

・
二
・
一
四
)

①
I
B
遠
山
御
材
木
附
怪
事

①
-
c
遠
山
開
路
附

②
-
A
御
材
木
伐
出

②
I
B
御
本
堂
上
棟
(寛
政
十

・
三

・
二
三
)

③
I
A
大
門
御
針
始
(寛
政
十

・
五
エ
(
)

③
-
B
遠
州
大
灘

④
1
A
御
遷
仏
(寛
政
十

・
四
・
二
)

④
-
B
大
門
柱
立
儀
式
(寛
政
十
二

二
二
・
二
六
)

⑤
I
A
摂
受
院
御
逝
去
(達
性
十
七
才

・
寛
政

一
二
・
五

・
九
、
寛
政
九

・
八

尾
大
信
寺
為
住
職
入
寺
)

⑤
-
B
河
内
御
下
向

⑤
-
c
御
台
御
逝
去
(達
如
室
円
純
院
)

⑤
-
D
御
葬
式
(寛
政

一
二
・
五

・
二
四
)

⑥
‐
A
大
門
供
養
会
(享
和
元

こ
ニ
ー
ヱ
(
)

⑥
-
B
諸
国
御
影
頂
戴

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
五
号

て
は
優
秀
で
中
央
作
と
考
え
ら
れ
る
。
表
具
の
傷
み
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
表
装
替

を
ほ
ど
こ
し
た
が
本
紙
部
分
は
良
好
な
状
態
で
復
元
さ
れ
た
。

以
下
各
場
面
の
札
銘
を
記
し
て
み
た
い
T
:
二
幅
目
、
①
・:
一
段
目
、
A
…
各

絵
相
順
、
(

　

)
は
備
考
)。

I
‐
①
-
A
洛
東
出
火
井
御
本
廟
類
焼
(天
明
八
・
丁

晦
)

①
-
B
御
堂
退
去

①
-
C
大
谷
御
入
輿

②
-
A
山
科
御
転
輿

②
-
B
大
谷
御
帰
輿
附

　

御
教
化

③
I
A
東
殿
御
移
住
(宝
庫
と
共
に
焼
け
残
る
)

。
③
-
B
仮
堂
御
運
送
(八
尾
大
信
寺
よ
り
)

④
I
A
仮
堂
御
教
化

④
I
B
堂
跡
御
悲
嘆

④
I
C
御
再
建
御
書
(寛
政
元

’
五

・
二
八
)

⑤
I
A
諸
国
御
小
屋

⑤
I
B
折
始
御
儀
式
(寛
政
元
・
三
・
二
八
)

⑤
-
C
御
地
築
始
付
(寛
政
二
二
万

一
二
)

⑥
-
A
関
東
御
下
向

⑥
-
B
越
中
川
下
御
用
舟

⑥
I
C
御
門
跡
御
病
床

⑦
-
A
御
追
加
御
宿
紐
解
(寛
政
四

・
正
月
)



⑦
I
A
閣
上
三
尊
於
余
聞
御
開
帳

⑦
I
B
御
参
内

以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
絵
解
き
台
本
が
存
在
し
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
見
出
し
得
な
い
。

絵
相
を
概
観
し
て
み
る
と
、
天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
正
月
晦
日
、
天
明
大
火
と
言

わ
れ
る
洛
中
大
火
に
よ
り
東
本
願
寺
も
全
山
焼
失
す
る
。
そ
し
て
門
主
ら
は
大
谷
か

ら
山
科
ヘ
ー
旦
避
難
す
る
が
、
大
谷
へ
戻
り
東
殿
(根
殻
御
殿
)
に
居
を
移
し
、
い
ち

早
く
再
建
の
陣
頭
に
立
っ
た
。

ま
ず
仮
堂
と
し
て
、
八
尾
大
信
寺
御
坊
の
本
堂
を
移
築
し
つ
つ
、
翌
寛
政
元
年
五

月
二
十
八
日
に
再
建
御
宿
の
紐
解
(発
布
)
が
あ
る
。
こ
れ
と
相
前
後
し
て
全
国
の
門

末
が
、
国
や
地
域
ご
と
に

「御
小
屋
」
を
境
内
に
建
て
作
業
に
取
り
か
か
っ
た
。
絵

伝
で
は
次
に
折
始
御
儀
式
を
描
く
が
、
再
建
御
書
の
二
ヵ
月
前
の
三
月
二
十
八
日
に

行
わ
れ
て
お
り
、
一
年
後
の
同
二
年
三
月
十
二
日
に
御
影
堂
の
地
築
が
始
め
ら
れ
た
。

次
の
関
東
御
下
向

・
越
中
川
下
御
用
舟
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
前
者
は

幕
府
が
飛
騨
の
用
材
を
寄
附
し
た
こ
と
に
対
す
る
礼
の
た
め
に
、
乗
如
が
下
向
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者
も
用
材
に
関
係
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

や
が
て
乗
如
は
病
床
の
身
と
な
り
、
再
度
追
加
御
1　
を
出
し
翌
月
の
寛
政
四
年
二

月
二
十
二
日
に
四
十
九
才
で
没
す
る
。
葬
儀
を
経
へ
て
法
嗣
光
養
磨
が
十
三
才
で
得

度
し
達
如
と
な
り
、
後
継
門
主
と
し
て
大
僧
正
に
勅
許
さ
れ
参
内
す
る
。

次
に
信
州
遠
山
に
お
け
る
用
材
伐
出
に
か
か
わ
る
場
面
が
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
三
河

・
遠
江
門
徒
が
深
く
関
わ
り
、
寛
政
度
再
建

「東
本
願
寺
寛
政
度
再
建
絵
伝
」
と
そ
の
背
景

の
用
材
の
約
六
割
が
こ
こ
か
ら
調
達
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
絵
伝
は
、
御
影
堂
で
な

く
本
堂
(阿
弥
陀
堂
)
の
上
棟

・
御
遷
仏
と
大
門
の
折
始
や
柱
立
式
を
描
く
。

こ
れ
ら
の
工
事
の
最
終
局
面
で
、
達
如
の
弟
摂
受
院
達
性
が
十
七
才
で
寛
政
十
二

年
五
月
九
日
に
没
し
、
引
き
続
き
達
如
室
円
純
院
も
没
す
る
。
こ
れ
ら
の
凶
事
を
超

え
て
、
翌
享
和
元
年
三
月
十
六
日
に
大
門
落
成
の
供
養
会
が
勤
め
ら
れ
、

一
連
の
諸

堂
宇
の
再
建
の
区
切
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
関
係
し
た
門
徒
の
希
望
に
よ
り
、
落
成

を
見
ず
に
病
没
し
た
前
住
乗
如
(歓
喜
光
院
)
の
御
影
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
も
後
述
す
る
が
、
こ
の
御
影
は
後
世
に
至
る
ま
で
大
き
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で

あ

っ
た
。

十
年
余
の
再
建
事
業
を
終
え
て
達
如
は
参
内
し
て
こ
の
絵
伝
は
終
わ
る
が
、
こ
れ

は
門
主
の
動
静
を
中
心
に

一
部
信
州
遠
山
で
の
用
材
伐
出
の
様
相
も
含
め
、
中
央
本

山
を
中
心
と
し
た
再
建
絵
伝
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
焼
失
か
ら
再
建
に
至
る
二
代
の

門
主
と
、
こ
こ
に
結
集
す
る
門
末
の
懇
念
と
偉
業
を
顕
彰
す
る
と
い
う
、
あ
ま
り
例

を
見
な
い
特
殊
な
絵
伝
と
い
え
る
。

東
本
願
寺
は
、
近
世
後
半
の
七
十
六
年
間
に
四
回
の
焼
失
を
繰
り
返
し
、
そ
の
都

度
ほ
ぼ
全
伽
藍
の
再
建
の
難
事
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
年
次
を
御
影
堂

・
阿
弥

陀
堂
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

第

一
回

　

天
明
八
年

一
月
三
十
日
類
焼
焼
失

一
三

-

-



一
四

さ
ら
に
四
年
後
、
禁
門
の
変
に
よ
る
洛
中
大
火
に
よ
り
ま
た
も
四
回
目
の
焼
失
の

憂
き
目
に
遇
う
。
幕
府
の
援
助
も
あ
り
、
慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
再
建
の
発
示
が
出

さ
れ
る
も
、
倒
幕

・
維
新
政
府
成
立
、
神
仏
分
離

・
廃
仏
的
風
潮
な
ど
の
社
会
的
混

乱
に
よ
り
、
よ
う
や
く
明
治
十
二
年
(
一
八
七
九
)
再
び
再
建
の
発
示
が
出
さ
れ
、
翌

年
か
ら
十
五
年
の
歳
月
を
か
け
同
二
十
八
年
に
両
堂
は
落
成
し
た
。
そ
し
て
諸
堂
宇

全
伽
藍
の
整
備
は
、
明
治
四
十
四
年
(
一
九

一
こ
宗
祖
親
鸞
六
百
五
十
回
御
遠
忌
の

直
前
ま
で
か
か
っ
て
い
る
。

尚
、
西
本
願
寺
は
堀
川
の
西
側
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
洛
中
の
大
火
に
お
い
て

は
い
ず
れ
も
免
れ
て
お
り
、
寛
永
十
三
年
(
一
六
三
六
)建
立
の
御
影
堂
、
宝
永
十
年

(
一
七
六
〇
)建
立
の
阿
弥
陀
堂
、
近
世
初
頭
の
御
殿
類
を
今
に
伝
え
て
お
り
、
焼

失
に
よ
る
造
営
と
い
う
歴
史
を
持
た
ず
対
照
的
で
あ
る
。

本
願
寺
は
、
紀
州
鷺
森
以
後
豊
臣
秀
吉
庇
護
の
も
と
に
、
京
都
移
転
を
は
た
し
て

い
る
。
そ
の
後
分
裂
し
東
本
願
寺
は
徳
川
家
康
庇
護
の
も
と
、
現
在
地
に
寺
地
を
確

保
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
権
力
者
庇
護
の
も
と
に

あ
り
な
が
ら
、
寺
領
を
所
有
し
て
お
ら
ず
、
経
済
基
盤
の
中
心
は
数
多
く
の
門
徒
、

す
な
わ
ち
人
的
基
盤
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
蓮
如
以
来
顕
著
と

な
る

「如
来

・
聖
人
」
(阿
弥
陀
如
来

・
宗
祖
親
鸞
)
へ
の
報
謝
観
念
を
背
景
と
す
る

懇
志
を
、
そ
の
中
核
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
世
本
願
寺
教
団
は
、
こ
う
し
た
在
り
方
が
体
制
的
に
整
備
さ
れ
、
在
家
に
お
け

る
仏
事
に
あ
が
る

「内
仏
散
銭
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
懇
志
金
か
ら
、

寺
院

・
在
家
の
下
付
物
で
あ
る
諸
申
物
の
礼
金
、
寺
院

・
僧
侶
に
か
か
わ
る
位
階
等

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
五
号

新
始

　

寛
政
元
年
三
月
二
十
八
日
(御
影
堂
)

御
影
堂
落
成

　

寛
政
九
年
三
月
十
日

阿
弥
陀
堂
落
成

　

寛
政
十
年
三
月
二
十
三
日

第
二
回

　

文
政
六
年
十

一
月
十
五
日
焼
失

新
始

　

文
政
十

一
年
六
月
二
十
八
日
(御
影
堂
)

御
影
堂
落
成

　

天
保
六
年
三
月

阿
弥
陀
堂
落
成

　

同
年
三
月

第
三
回

　

安
政
五
年
六
月
四
日
類
焼
焼
失

新
始

　

安
政
六
年
十
月
十

一
日
(両
堂
)

御
影
堂
落
成

　

万
延
元
年
八
月
四
日
(遷
座
)

阿
弥
陀
堂
落
成

　

同
年
同
月
同
日
(遷
仏
)

第
四
回

　

元
治
元
年
七
月
二
十
日

新
始

　

明
治
十
三
年
十
月
(両
堂
)

御
影
堂
落
成

　

明
治
二
十
八
年
四
月

阿
弥
陀
堂
落
成

　

同
年

こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
寛
政
度
再
建
か
ら
二
十
五
年
で
二
回
目
の
焼

失
と
な
り
、
七
年
の
作
事
で
文
政
度
の
再
建
成
就
し
た
。
そ
し
て
二
十
三
年
で
三
回

目
の
焼
失
と
な
っ
た
が
、
こ
の
時
は
二
年
八
ヵ
月
後
に
宗
祖
親
鸞
の
六
百
回
御
遠
忌

を
ひ
か
え
て
お
り
、
二
年
二
ヵ
月
で
両
堂
を
落
成
し
諸
堂
宇
も
整
備
さ
れ
た
。
仮
堂

的
堂
宇
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
規
模
は
前
後
の
も
の
と
変
わ
ら
ぬ
本
格
的
堂
宇

で
あ

っ
た
。



a

「
三
河
大
谷
派
記
録
」
(以
下

a
本
と
す
る
)

こ
れ
は
、
旧
称
暮
戸
会
所

・
現
称
大
谷
派
暮
戸
教
会
(岡
崎
市
暮
戸
町
)
に
伝
わ
る

三
河
門
徒
の
公
式
記
録
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
暮
戸
会
所
は
、
天
明
大
火
に

よ
る
東
本
願
寺
焼
失
に
伴
い
、
三
河
門
徒
団
の
協
議
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

で
、
設
置
の
経
緯
か
ら
寛
政
度
再
建
の
財
的

・
人
的
協
力
に
つ
い
て
の
詳
細
が
書
き

綴
ら
れ
る
。
以
後
濃
淡
は
あ
る
が
、

一
応
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
書
き
続
け
ら
れ
て
い

る
。こ

の
寛
政
再
建
の
部
分
は
、
僧
俗

一
体
と
な
っ
て
再
建
支
援
体
制
が
敷
か
れ
、
信

州
遠
山
の
深
山
の
用
材
伐
り
出
し
に
つ
い
て
多
く
の
丁
数
を
費
や
し
て
い
る
。

こ
の
史
料
を
も
と
に
、
近
時
遠
山
佳
治
氏
は
三
河
門
徒
の
寛
政
度
再
建
に
お
け
る

動
向
を
考
察
さ
れ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
三
河
三
ヵ
寺
を
中
心
と
す
る
本
末
組
織
で
は

な
く
、
会
所
を
中
核
と
す
る
僧
俗
の
組
織
化
や
支
援
体
制
に
よ
り
推
進
さ
れ
た
こ
と

に
注
目
さ
れ
る
o
(2
)

の
諸
免
許
の
礼
金
や
懇
志
に
至
る
ま
で
、
本
山
に
収
納
さ
れ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
を

と

っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
東
本
願
寺
の
再
建
事
業
は

一
部
幕
府
か
ら
の
用
材
提
供
が
あ
っ

た
も
の
の
、
金
銭
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
資
材
調
達

・
夫
役
提
供
な
ど
、
大
半
は
本

願
寺
教
団
独
特
の
門
徒
の
懇
志
に
も
と
ず
く
、
全
国
規
模
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
ら
の
事
例
は
、
本
絵
伝
の
一
部
に
見
ら
れ
る
他
、
次
節
に

あ
げ
る
史
料
に
そ
の
具
体
的
様
相
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
東
本
願
寺
の
造
営
は
、
勧
進
僧
な
ど
に
よ
る
全
国
行
脚
の
募
財
勧

進
の
形
を
と
ら
ず
、
権
力
者
も
ほ
と
ん
ど
か
か
わ
る
こ
と
な
く
、
土
地
経
営
を
基
盤

と
し
な
い
、
門
徒
の
宗
教
的
情
念
に
よ
っ
て
成
就
さ
せ
た
本
来
的
で
は
あ
る
が
、
極

め
て
特
異
な
形
態
で
遂
行
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
第

一
回
の
焼
失
再
建
で
あ
る
寛
政
度
の
再
建
に
つ
い
て
、
史
料
に
も
と
ず

い
て
そ
の
実
態
の
一
部
を
見
て
お
き
た
い
。

-

-

-

束
本
願
寺
の
四
度
に
及
ぶ
再
建
造
営
関
係
史
料
は
、
図
絵
等
を
含
め
て
数
多
く
伝

来
す
る
。
た
だ
そ
れ
ら
は
、
建
築
に
直
接
携
わ
っ
た
人
が
書
き
残
し
た
も
の
が
大
半

で
、
地
方
門
徒
の
動
向
に
つ
い
て
書
き
記
さ
れ
た
も
の
は
、
僅
少
で
あ
る
。
そ
の
点
、

次
の
二
史
料
は
、
本
山
以
外
の
場
所
で
門
徒
を
主
体
と
し
て
1　
か
れ
て
お
り
、
殊
更

重
要
で
あ
る
。

「東
本
願
寺
寛
政
度
再
建
絵
伝
」
と
そ
の
背
景

b

『金
剛

一
統
志
』
(以
下
b
本
と
す
る
)

こ
れ
は
大
坂
の
商
人
門
徒
大
津
屋
庄
兵
衛
が
、
用
材
等
調
達
の
た
め
の
全
国
の
門

徒
の
動
向
や
造
営
の
様
子
な
ど
、
か
な
り
詳
細
に
筆
記
し
た
見
聞
録
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
あ
る
。
殊
に
多
数
の
挿
画
や
、
か
な
り
高
度
と
も
思
え
る
建
築
の
図
絵
も
添

付
さ
れ
て
お
り
、
文
字
史
料
だ
け
で
な
く
状
景
や
絵
画
史
料
と
し
て
も
良
質
史
料
で

あ
る
。

筆
者
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
享
和
元
年
(
一
八
〇

一
)弥
生
中
旬
に
全
五

一
五



向
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
五
号

自
家
出
版
さ
れ
て
い
る 。
（
3
｝

冊
の
筆
記
が
完
了
し
た
よ
う
で 、

子
孫
に
伝
え
ら
れ
た 。

そ
し
て
平
成
五
年
に
翻
刻

絵
伝
は 、

本
山
中
心
に
描
い
て
い
る
た
め
寺
内
の
造
作
の
進
展
と
門
主
の
動
向
を

跡
片
付
け

示
す
場
面
が
多
い
。

そ
し
て
進
度
の
展
開
か
ら
の
主
な
場
面
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う 。

・

仮
堂
移
築

II II I  I I 
I I I I I 

⑤②⑤③＠
I I I I I 

A B C B B 

地
築

、止
1旦

作
法
要

ー
③
1

A 、

＠ 

B 

こ
の
う
ち
こ
史
料
に
見
ら
れ
る
の
は
b
本
に
お
い
て 、

地
築
と
法
要
で
あ
る
が 、

地
築
は
絵
入
り
で
紹
介
し
て
い
る
（
下
図）
。

こ
れ
を
見
る
と 、

職
旗
を
立
て
た
地
域

は
ほ
ぼ
全
国
的
に
見
ら
れ 、

伯
者
・

丹
波
・

伊
賀
・

信
州
法
中
・

松
前
同
行
な
ど 、

必
ず
し
も
門
徒
地
域
で
な
い
所
や
遠
隅
の
も
の
も
見
ら
れ
る 。

こ
の
こ
と
は 、

本
願

い
る
こ
と
を
裏
付
け
る 。

寺
再
建
が
全
国
の
門
徒
の
均
質
な
価
値
観
の
も
と
に 、

共
通
な
責
任
課
題
と
な
っ
て

・

全
国
規
模
の
用
材
伐
出
し

一

方 、

門
徒
の
動
き
を
三
点
に
絞
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う 。

a
本
・
b
本

E
i

①
l

B 、

① 

C 

募
財

門
徒
動
員

a
本
・
b
本

a
本
－
b
本

こ
れ
ら
は
a
本
・
b
本
い
ず
れ
に
も
関
係
記
事
が
見
出
せ
る
が 、

寛
政
度
再
建
の

R
9
開
田
下

宙
開
田

怯
前
同
行

海
銀
加
州
金
岡
田
崎

問
地
銀
燭
州

間
開
同
行

田
門
主

高
岡

暗
中

園
祭

間同日

温
州

能
E

・失
調

同行

尾
州

綱引
回
初

近
江
皿
中

筑
後
駒
川

筑
後
久
Mm
米

九
州飢w

州
必
名

尾
州
中
島
邸

伊
賀

燭
州
問
中

伺
州
措置
中

常
陪
回
m
幽
門
徒
中

下
回
鈴
八
日

－m
胸
高
山
田
罰

鍋
州
姫
路

間
地
銀
惨
閏

岡
地
鑓
組
後
糸
魚
川
同
行

一

・穴
国
地
鑓
大
甑

間
培
農
江
戸
坦
諸
冨
晴
国
中

震
阻
同
行

国
膨
宜

時前
田
崎
同岡
村

田
地
策

田
地
顔
闘
世
三
条
同
行

間
後田

崎
媛
大
毎
回
中

陣
地
銀
大
相

園
地
第
置
後

調
州陣

地
後四回一
州
・
八
日
司
行

奥
州回

膨
宜
且
州
司
竹

田
地
um

園
地
質
出
割

問
州
八
尾

・

岡
地
鏡
獅い
州
九
回
開

御
地
価揖
伊
飢野
田

開
愉h
wm
京
包

囲
焼
失
地
調

E
，
明
鎗
%
上
へ

大
右
上
テ
砂
開
質
也

き
し
む
広
争
開
絶
蘭
ユ

人
集
リ
し
恵
噂
師向、一
シ

が
た
し

京
大
緩
ヨ
リ
宰
ヲ
上
ル

間
作
首－
m
所

書
所

園
地
鑓
但
馬

陣
地
簸
格
踊

開
地
銀
大
緩

園
地
鋳
m
州
問
中

丹
叡
聞

開
地
震
回
後
高
田

個
奮

闘
地
鑓
居
前

陣
地
何照
明
田
中

地祭場面＜ r金屑I］一統志j上）



最
大
の
用
材
伐
出
は 、

三、
河
・

遠
州
門
徒
に
よ
る

信
州
遠
山
の
伐
出
し
で
あ
っ
た
。

絵
伝
に
も
こ
の

場
面
が
見
ら
れ 、

特
に
「
怪
事」

と
し
て
大
蛇
の

頭
や
胴
体
を 、

大
鋸
や
斧
で
切
っ

て
い
る
場
面
は

興
味
深
い

。

こ
れ
は
用
材
探
索
の
際
巨
大
な
大
蛇

に
遭
遇
し
た
も
の
で 、

b
本
の
「
七

信
州
遠
山

の
岳
々
へ

入」

に
お
い
て
以
下
の
記
事
と
関
係
す

る
と
思
わ
れ
る 。

こ
ん
せ
占

つ
ら
な
り
L

怠
ん
ざ
ん
ゅ
よ
う
ご
く

「
今
席
此
座
に

列
、

速
三

両

国
の
同
行
ハ

、

ほ
う

と
め

め
い

も
と
の
ん

ぞ
ん
ね
ん
に
%

法
の
為
に
一

命
を
な
げ
打
大
材
を
求
と 、

存
念
日

夜
に
た
ゆ
る
事
な
き
人
々
な
れ
共 、

遠
山
と
間
し

ば
か
り

わ
う

ご

じ
ん
り
ん

し
ん
ざ
ん

計 、

往
古
よ
り
子
今
人
倫
た
へ

た
る
深
山
ニ
て 、

り
ゃ
う
し
ん

止

さ
だ

猟

人
だ
に
入
得
し
事
を
不
問 、

道
筋
定
か
な
ら

や
ど

L
A

く

じ

と
う

お
よ
び

ず
と
聞
ハ

、

宿
り
ハ

元
よ
り
食

事
等
ニ

及
こ
れ

な
き
深
山
と
か
や 、

水
の
手
も
如
何
有
ら
ん 、

且

い

5
ゃ
う

4

、
は
ん
べ

い
ら
め
い

か
け

ハ

異

形
ノ
者
住

侍
る
ら
ん
と
：・
：

」
「
一

命
に
掛

し
ん
さ
ん

わ

み

じ
ん

す
ミ

い

E
ny
－－

て
深
山
へ

分
ケ
入 、

た
と
へ

鬼
神
の
住
所
異

形

魔

境
の
有
と
て
も
：
：・
」

「
異
形
」

「
鬼
神」
「
魔
形
」

と
い

う
言
葉
が
示

す
も
の
が 、

大
蛇
の
出
現
と
一

定
の
共
通
性
を
想

定
さ
せ
る
。

た
だ
a
本
に
も
直
接
大
蛇
に
か
か
わ

「
京
本
願
寺
党
政
度
符
建
絵
伝」

と
そ
の
背
長

「怪事」（東本願寺寛政度再建絵伝E ー①ーB)

芋

v
，O
 B，
 
’v
 

うはIiみ退治の場面（ r遠山奇談J ) 

e ヒ



一
八

「寛
政
元
年
酉
二
月
占
山
入

一
、
信
州
下
伊
奈
郡
遠
山
御
材
木
御
伐
出
二
付
、
当
国
へ
御
頼
被
為
有
候
二
付
、

御
世
話
方
申
上
、
法
中
元
方
肝
煎
方
処
々
二
会
所
を
立
、
・詰
役
致
し
多
分
人
数
入
、

御
材
木
伐
お
し
川
下
り
、
夫
よ
り
天
竜
川
ち
遠
州
掛
塚
湊
へ
出
し
、
大
船
二
積
送
申

候
事
、右

入
用
金
左
之
通
、

一
、
金
三
万
六
千
四
百
弐
拾
両
昆
琵
肛

内

　

金
壱
万
五
千
五
百
六
拾
六
両弐

分
弐
朱
卜

銭
七
百
廿
三
文

右
者
報
謝
講
納
、
御
柱
志
納
、
諸
代
、
物
払
代
、
御
会
所
御
見
廻
志
、
別
段
御
再
建

志
、
両
会
所
内
仏
散
銭
/
末
二
右
訳
記
置
、
‘

内
金
弐
万
七
百
両
、
御
上
ち
御
下
り
金

引
残
り
不
足
方
、
三
通
丸
与
申
材
木
船
引
当
也
、」

　　　　

・

こ
れ
に
よ
る
と
、
遠
山
木
材
伐
出
の
総
費
用
は
三
六
、
四
二
〇
両
で
、
そ
の
う
ち

三
河
門
徒
の
報
謝
講
(後
述
)な
ど
の
募
財
額
が

一
五
、
五
〇
〇
余
両
で
、
二
〇
、
七

〇
○
両
は
本
山
よ
り
拠
出
さ
れ
、
木
材
船
三
通
丸
も
引
当
て
ら
れ
た
と
す
る
。

ま
た

a
本
に
は
、
摂
北
(北
摂
津
池
田
伊
丹
の
間
)神
田
明
神
の
神
木
に
つ
い
て
の

興
味
深
い
記
事
を
載
せ
る
。
i
)
二
本
の
樫
の
大
木
が
神
木
で
あ
っ
た
た
め
、
門
徒
の

懇
願
と
神
罰
を
恐
れ
る
村
方
の
苦
慮
の
末
、

一
本
を
門
徒
が
二
百
両
で
買
得
し
、
社

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
五
号

る
記
事
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
勇
敢
な
事
件
が
中
央
に
伝
え
ら
れ
語
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、

「遠
山
奇
談
」
に
こ
の
話
が
収
載
さ
れ
、
挿

画
も
絵
伝
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
O
’4
}
す
な
わ
ち
同
1　
第
十
九
章

「東
滓
山
に
て
う
は
ば
み
と
た

ゝ
か
ひ
つ
ゐ
に
退
治
た
る
事
」
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う

で
あ
る
。

い
よ
い
よ
大
木
の
伐
出
し
の
た
め
、
柚
日
雇
た
ち
が
組
々
に
分
か
れ
た
う
ち
の
柚

頭
小
左
衛
門
以
下
十
六
人
が
、
東
洋
山
上
の
小
屋
に
宿

っ
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
人
が
夜
中
便
事
に
小
屋
口
に
出
る
と
、

「何
や
ら
ん
行
あ
た
り
こ
ろ
ば
ぬ
斗
の
さ

ま
、
し
か
も
な
ま
ぐ
さ
し
。」
と
驚
い
て
小
左
衛
門
に
告
げ
た
が
、
驚
く
こ
と
も
な

く

「是
は
埓
な
る
べ
し
と
さ
と
り
」
、
皆
々
に
告
げ
た
。
十
六
人
が
斧
を
手
に
声
を

合
図
に
切
っ
て
出
ん
と
、

「皆
々
装
束
し
て
か
け
娶

一
同
に
斬
た
て
け
れ
ば
、
さ
し

も
の
奴
蛇
も
た
ま
り
か
ね
、
身
も
だ
へ
し
け
る
に
、
小
屋
は
い
づ
く
へ
か
は
ね
ち
ら

し
ぬ
。
首
の
方
の
二
人
は
命
限
に
働
し
が
、
つ
ゐ
に
う
ち
と
め
た
り
。」

「遠
山
奇
談
」
は
遠
州
浜
松
齢
松
寺
の
僧
ら
が
、
巨
木
探
索
と
確
認
の
た
め
信
州

遠
山
の
深
山
に
お
い
て
遭
遇
し
た
、数
々
の
不
思
議
な
事
柄
を
書
き
留
め
た
も
の
で
、

所
々
に
挿
画
も
あ
り
、
大
変
興
味
深
い
著
作
で
、
寛
政
十
年
に
京
都
の
華
能
堂
よ
り

出
版
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
に
よ
り
、

一
般
大
衆
に
も
東
本
願
寺
再
建
の
辛

苦
が
伝
わ
り
、
巷
間
で
も
話
題
に
の
ぼ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
b
本
に
は
、
遠
山
材
木
に
か
か
わ
る
詳
細
な
金
銭
的
な
記
録
も
あ
り
、
参
考

ま
で
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。



る
身
の
、
せ
め
て
身
分
相
応
、
何
な
り
共
御
ほ
う
し
や
に
備
た
し
と
、
前
後
を
見
か

へ
れ
共
身
を
ふ
さ
ぎ
し
物
計
、
殊
に
見
や
づ
か
ひ
の
身
の
贈

(貯
)
へ
な
く
、
我
身

さ
へ
自
由
な
ら
ざ
る
浅
間
し
や
と
、
心
身
を
も
ミ
悔
ミ
入
ル
有
様
こ
そ
、
し
ゆ
し
や

う
に
も
不
便
な
り
、
や
ヽ
有
ツ
て
鍬
を
捨
、
跡
よ
り
追
付
て
辺
り
な
る
家
へ
人
て
は

さ
み
を
か
り
、
両
僧
の
ま
へ
に
て
立
な
が
ら
、
侭
な
る
黒
髪
お
し
げ
も
な
く
根
よ
り

は
さ
ミ
切
、
我
物
と
て
(
是
計
り
、
上
方
に
て
(
少
し
な
れ
共
あ
た
へ
に
成
り
候
よ

し
、
何
と
ぞ
御
再
建
の
志

に
御
請
取
下
さ
る
べ
し
と
さ
し
出
シ
け
れ
(
、
(以
下

略
)(。
)。」

越
後
三
条
御
坊
輪
番
の
目
の
前
で
、
貯
え
な
き
女
人
が
髪
の
毛
を
切
っ
て
御
再
懇

志
に
差
し
出
し
た
逸
話
で
あ
る
。
そ
の
後
も
三
条
御
坊
へ
夥
し
く
持
た
ら
さ
れ
た
た

め
、
本
山
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「上
様
厚
キ
思
召
候
ヘ
(
、
粗
略
に
(
取
払
が
た
く
、

尤
何
等
の
御
入
用
方
(
是
な
し
と
い
へ
共
、
懇
志
の
上
よ
り
差
上
た
る
品
な
れ
バ
、

易
意
に
売
代
二
な
し
な
ん
ど
「
勿
体
な
し
、
綱
と
な
し
て
牛
引
を
揚
る
時
、
御
役
に

立
な
バ
門
末
の
懇
志
も
た
ん
ぬ
べ
し
」
と
の
返
答
で
あ
り
、
綱
に
し
て
本
山
に
送
ら

れ
た
と
い
う
。

こ
れ
が
毛
綱
の
始
ま
り
の
よ
う
で
、明
治
再
建
の
毛
綱
の
一
部
が
現
存
し
て
お
り
、

東
本
願
寺
再
建
造
営
の
伝
統
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
山
だ
け
で
な
く
、
例
え

ば
名
古
屋
御
坊
の
再
建
造
営
(文
政
十
二
年
建
立
)時
に
も
、
境
内
に

「毛
綱
所
」
が

見
ら
れ

7
)、
こ
う
し
た
動
き
は
全
国
的
に
波
及
し
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
門
徒
動
員
に
つ
い
て
例
示
し
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
造
営
事
業
の
資
材
や

資
金
調
達
に
加
え
て
、
造
営
に
直
接
関
わ
る
人
的
勁
員
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
で

一
九

殿
造
営
の
資
に
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。
も
と
も
と
大
材
の
な
い
地
域

の
門
徒
が
、
大
材
寄
進
へ
の
並
々
な
ら
な
い
懇
念
が
、
神
木
を
も
伐
ら
し
む
る
こ
と

で
結
実
し
た
も
の
と
し
て
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
事
例
で
あ
る
。

次
に
募
財
に
つ
い
て̀
、
先
の
三
河
門
徒
の
報
謝
講
と
い
う
仏
事
を
通
し
た
募
財
の

様
相
を
、

a
本
に
沿
っ
て
見
て
み
た
い
。

「
一
、
御
類
焼
二
付
、
当
国

一
同
法
中
同
行
相
談
之
上
、
御
再
建
為
御
助
成

一
銭

講
と
名
附
、

一
日
壱
文
、
講
之
積
り
、
壱
人
前

一
ヶ
月
三
拾
文
、
或
(
六
拾
文

・
百

文

・
弐
百
文
宛
、
毎
月
三
日
報
謝
講
大
集
会
、
十
ヶ
年
之
間
相
勤
可
申
、
相
談
定
り

候
、
(中
略
)
一
、

一
銭
講
卜
云
シ
ヲ
報
謝
講
卜
改
名
ノ
コ
ト
「
、
子
ノ
十
月
赤
坂

正
法
寺
ヨ
″始
。
候
、」

こ
う
し
て
寛
政
三
年
(
一
七
九

一
)正
月
よ
り
ほ
ぼ
毎
月

一
回
、
同
十
二
年
十
二
月

ま
で
十
ヵ
年
に
亘
り

一
二
三
ヵ
寺
で
、

一
銭
講
、
後
に
報
謝
講
が
開
催
さ
れ
、
総
額

五
、
九
五
五
両

一
分
二
朱
と
銭
六
四
七
貫
が
集
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
僧
侶
と
門
徒

が

一
体
化
し
つ
つ
、
聴
聞
を
通
し
て
ま
さ
に

「報
謝
」
を
具
現
化
し
た
も
の
と
言
え

一
方
、
金
銭
の
寄
進
の
出
来
な
い
女
人
が
自
身
の
黒
髪
を
献
ず
る
記
事
が
、
b
本

に
見
ら
れ
る
。

「扨
々
此
度
の
御
再
建
(
、
私
共
へ
の
ね
む
り
を
覚
せ
と
の
御
催
促
な
り
け
る
に

依
て
、
弥
々
火
宅
の
有
様
定
か
な
ら
ざ
る
娑
婆
界
と
存
、

一
大
事
の
往

生

是
成
り

に
て
う
た
が
ひ
は
れ
、
往
生
治
定
と
思
究
る
信
の
一
念
に
、
か
ゝ
る
浅
間
敷
悪
道

な
ら
で
、
行
べ
き
方
な
き
此
者
を
お
不
思
議
の
故
、
此
俊
な
が
ら
御
助
ヶ
に
預
り
奉

「東
本
願
寺
寛
政
度
再
建
絵
伝
」
と
そ
の
背
景



二

〇

子
年

一
ヶ
年
分

一
、
人
数
弐
万
六
百
五
拾
四
人

　

御
手
伝

　　　　　　　　　　　　　　　

一

丑
年

一
ヶ
年
分

一
、
人
数
壱
万
九
千
百
弐
拾
四
人

　

御
手
伝

寅
年
壱
ヶ
年
分

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ド

　

・

一
、
人
数
壱
万
八
千
百
弐
拾
七
人

　

御
手
伝

　　　　　　　　　

犬

。

　

ド

こ
の
よ
う
に
、
毎
年
二
万
人
前
後
の
動
員
数
が
見
ら
れ
る
が
、
全
国
的
に
見
れ
ば

少
な
く
と
も
こ
の
十
倍
以
上
の
動
員
が
あ
っ
た
と
考
え
て
も
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
絵
伝
に
必
ず
し
も
表
現
さ
れ
て
い
な
い
部
分
の
ご
く

一
部
を
史

料
に
徴
し
て
見
た
だ
け
で
も
、
巨
大
な
数
字
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
深
い
信
仰
の
姿
を
検

出
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
う
し
た
造
営
を
約

一
世
紀
の
間
に
四
度
も
繰
り
返
す
と

い
う
、
日
本
仏
教
史
上
例
を
見
な
い
東
本
願
寺
の
再
建
事
業
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
あ
ら
た
め
て
次
に
検
討
し
て
み
た
い
。
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あ
る
が
、
絵
伝
I
-
⑤
‐
A
に
は

「諸
国
御
小
屋
」
の
段
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
諸
国
門
徒
の
境
内
に
お
け
る
労
役
の
拠
点
で
も
あ
る
が
、
当
然
そ
こ
は
礼

拝

・
開
法
の
場
で
も
あ
っ
た
o
(8
)
b
本
に
よ
れ
ば
最
終
的
に
は
四
十
余
ヶ
国
の
御
小

屋
が
軒
を
並
べ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て

「今
諸
国
よ
り
出
た
る
人
は
、
身
を
忘
れ

抽
テ
゛
丹
誠
、
報
謝
の
思
ヒ
の
外
に
他
事
な
し
、
加
“
之
御
普
請
庭
上
ウ
諸
の
山
ン

谷
ク
、
木
石
の
為
に
命
を
失
ひ
し
輩
、
始
終
を
勘
ン
合
ウ
れ
は
弐
百
五
十
人
二
及
び

と
言
云
、
古
へ野
田
石
山
の亀
鑑
にも
お
さ
く
替
り
な
く
、
末
世
二至
ッ
て頗
る

奇
特
は
増
長
セ
リ
、」
{。
}と
あ
り
、
報
謝
の
懇
念
に
よ
る
全
国
門
徒
の
働
き
と
、
二

五
〇
余
人
の
落
命
者
の
姿
は
石
山
合
戦
の
再
現
で
あ
る
か
の
評
価
を
加
え
る
。

一
方
、

a
本
で
も
三
河
の
手
伝
人
数
の
数
字
等
が
、
天
明
八
年
か
ら
七
年
間
(以

後
不
明
)記
載
さ
れ
る
。
こ
れ
は
本
山
に
上
山
し
た
数
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

飯
米
等
賄
費
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
人
数
に
限
っ
て
見
れ
ば
次
の
よ
う
で

あ
る
。

天
明
八
年
戊
申
三
月
ヨ
リ
同
極
月
迄
当
国
御
手
伝

人
数
壱
万
八
百
九
拾
八
人

　

御
手
伝

酉
年

一
ヶ
年

一
、
人
数
弐
万
四
千
九
百
四
人

　

御
手
伝

戌
年

一
ヶ
年
分

一
、
人
数
弐
万
六
千
八
百
七
拾
四
人

　

御
手
伝

亥
年

一
ヶ
年
分

一
、
人
数
弐
万
九
千
六
拾
弐
人

　

御
手
伝

本
山
本
願
寺
の
諸
堂
宇
を

一
瞬
に
し
て
失
な
い
、
悲
歎
に
あ
え
ぎ
つ
つ
焼
土
の
中

か
ら
再
建
の
動
き
と
な
る
転
換
は
、
門
主
乗
如
の
消
息
披
露
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が

全
門
徒
の
結
集
の
軸
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
絵
伝
I
-
④
-
C
に

「御
再
建
御

1　
」
、
I
-
⑦
I
A
に

「御
追
加
御
1　
紐
解
」
と
二
度
に
わ
た
り
発
布
さ
れ
る
。
殊

に
前
者
は
大
変
な
長
文
に
及
び
、
紙
幅
の
都
合
で
そ
の
主
要
部
分
を
抄
出
し
て
示
し

四



て
お
き
た
い
。

「抑
、
こ
の
本
廟
(
、
第
十
二
世
教
如
上
人
い
ま
の
地
に
結
構
し
た
ま
ひ
て
ょ
り

こ
のか
た
…
…
妖Jる
に
、
と
き
な
る
か
な
く
、
天
明
第
八
の春
、
天
災
洛
陽
を
焚

焼
す
る
の
き
さ
み
、
火
勢
も
と
も
さ
か
ん
に
し
て
っ
ゐ
に
当
山
も
回
禄
に
か
ゝ
り
、

巍
々
た
る
大
堂
も
壮
麗
た
る
殿
宇
も
、
の
こ
ら
す
ひ
と

ゝ
き
の
け
ふ
り
と
な
り
て
、

曖
々
た
る
や
け
野
に
た

ゝ
か
は
ら
の
ち
り
み
た
れ
た
る
は
か
り
な
り
、
こ
ゝ
に
を
い

て
、
仏
日
も
地
に
を
ち
、
法
滅
の
と
き
も
き
た
る
か
と
あ
や
し
ま
れ
て
悲
歎
む
ね
に

せ
ま
り
、
雨
涙
た
も
と
を
う
る
ほ
せ
り
、
そ
れ
に
つ
き
予
か
不
肖
の
身
の
う
へ
に
を

い
て、
つね
く
聖
人
の素
意
に違
せ
ん
こと
を
を
そ
れ
み
お
も
ふと
こ
ろ
に、
こ

の
た
ひ
の
災
禍
に
あ
へ
る
こ
と
、前
業
の
所
感
と
は
い
ひ
な
か
ら
、
か
ミ
(
仏
祖
代
々

の
瞑
慮
に
対
し
、
し
も
(
門
葉
の
悲
歎
に
対
し
、
進
退
に
っ
き
み
ち
を
う
し
な
へ
る

あ
り
さ
ま
な
り
、
…
…
さ
て
あ
る
へ
き
に
あ
ら
さ
れ
(
、
か
り
の
御
影
堂
に
な
さ
ん

か
た
め
に
、
河
内
の
く
に
八
尾
の
御
堂
を
ひ
き
の
ほ
せ
て
(I
I
③
-
B
)…
…
い
く

ほ
と
も
あ
ら
さ
る
に
、
か
り
の
両
堂
か
た
の
こ
と
く
成
就
し
て
、
真
影
を
う
っ
し
た

て
ま
っ
り
、
御
正
忌
の
御
仏
事
も
昔
年
よ
り
の
流
例
の
こ
と
く
、

一
七
箇
日
の
勤
行

退
転
な
く
法
義
相
続
さ
ふ
ら
ふ
こ
と
、
こ
れ
ひ
と
へ
に
門
葉
の
精
力
に
よ
り
、
ま
た

す
な
は
ち
仏
祖
の
冥
助
に
あ
ら
す
や
、
…
…
」

「…
…
ね
か
(
く
(
、
群
参
の
と
も
か
ら
を
し
て
あ
ま
ね
く
法
義
を
聴
聞
せ
し
め

ん
こと
を
欲
す
、
こ
れ
に
ょ
り
て造
営
の
こ
ろヽ
さ
し
、
いよ
く
切
な
り
、
…
…

し
か
れ
は
す
な
(
ち
、

一
流
に
そ
の
名
を
か
け
た
る
道
俗
、
如
来
大
悲
の
恩
徳
を
念

し
、
予
か
当
今
の
微
意
を
く
み
え
て
、
ま
っ
他
力
の
信
心
を
獲
得
し
て
懇
念
の
ま
こ

「東
本
願
寺
寛
政
度
再
建
絵
伝
」
と
そ
の
背
景

と
よ
り
、
自
他

一
昧
の
こ
ゝ
ろ
さ
し
を
は
け
ま
し
、

一
同
の
助
成
に
ょ
り
て
、
す
ミ

や
か
に
再
建
成
就
さ
ふ
ら
ふ
ゃ
う
に
と
、
ひ
と
へ
に
た
の
ミ
お
も
ふ
こ
と
に
て
さ
ふ

ら
ふ
、
(以
下
略
)
(10
)」

消
息
は
寛
政
元
年
五
月
二
十
八
日
の
日
付
で
発
布
さ
れ
て
お
り
、
記
録
の
上
で
は

折
始
が
二
ヵ
月
程
早
い
が
、
こ
う
し
て
全
国
の
門
末
は
再
建
造
営
に
向
け
て
そ
れ
ぞ

れ
の
動
き
を
始
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
作
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
四
年

後
、
門
主
乗
如
の
病
状
が
悪
化
し
た
よ
う
で
、
寛
政
四
年
正
月
に
再
度
の
い
わ
ば
遺

言
と
も
言
う
べ
き

「御
再
建
御
追
加
御
杏
」
が
披
露
さ
れ
た
。
こ
れ
も
抄
出
し
て
お

き
た
い
。

「か
さ
ね
て
筆
を
そ
め
さ
ふ
ら
ふ
、
去
ぬ
る
寛
政
の
は
し
め
、
右
の
こ
と
く
ぉ
も

ふ
ぁ
ら
ま
し
を
短
毫
に
あ
ら
は
し
、
来
集
の
門
末
へ
月
こ
と
に
っ
け
き
か
し
め
侍
り

し
に
、
か
ね
て
厚
信
の
門
葉
、
信
心
堅
固
の
こ
ゝ
ろ
さ
し
ょ
り
、
い
や
ま
し
に
報
謝

の
ま
こ
と
を
ぬ
き
ん
て
~

日
々
夜
々
出
精
他
事
な
き
こ
と
に
さ
ふ
ら
ふ
、
こ
れ
に

ょ
り
て、
再
建
の
いと
な
ミ
いよ
く
す
之
へ
周
囲
の構
等
も
追
出々
来
に
お
よ

へり
、
…
…
予
も
す
て
に年
齢
知
命
に
を
よ
ひ
て、
病
悩
よ
り
く
形
体
を
犯
す
に

あ
へ
り
、
か
れ
こ
れ
も
て
こ
ゝ
ろ
い
そ
か
る
I
」と
に
さ
ふ
ら
ふ
、
よ
り
て
前
文
に

し
る
せ
る
か
こ
と
く
、
あ
(
れ
は
や
く
真
影
を
新
堂
に
う
っ
し
た
て
ま
っ
り
、
報
謝

の
経
営
を
い
た
さ
ん
こ
と
を
欲
す
、
こ
の
こ
と
の
ミ
念
願
昼
夜
不
断
に
お
も
ふ
は
か

り
な
り
、
(以
下
略
)
J

翌
月
二
月
二
十
二
日
乗
如
は
没
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
消
息
も
先
の
消
息
同

様
、
使
僧
に
よ
り
全
国
に
も
た
ら
さ
れ
末
端
ま
で
浸
透
せ
し
め
た
。
こ
こ
に
乗
如
の

ニ

ー
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朋
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学
仏
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願
い
は
遺
志
と
な
り
、む
し
ろ
拡
大
し
て
門
末
に
受
容
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
門
末
の
懇
念
に

一
層
の
拍
車
が
か
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

近
世
の
門
主
消
息
の
う
ち
で
も
、
乗
如

・
達
如
期
の
も
の
に
は
、
各
地
の
末
刹
(後

の
別
院
)
の
焼
失
や
老
朽
化
に
よ
る
再
建
に
関
す
る
も
の
が
、
比
較
的
多
く
見
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
再
建
等
の
催
促
や
督
励
の
内
容
が
中
心
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
門

徒
団
は
確
呼
た
る
結
集
軸
を
得
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
消
息
の
意
義

は
、
門
主
か
ら
の
督
励
が
そ
の
ま
ま
開
山
親
鸞
よ
り
の
督
励
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
開

山
親
鸞
へ
の
報
謝
行
で
も
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

こ
う
し
た
あ
り
方
は
、
石
山
戦
争
時
の
顕
如
、
そ
の
末
期
の
教
如
に
よ
る
抱
様
に

お
け
る
、
懇
志

・
馳
走
の
要
請
や
兵
根

・
玉
薬
の
支
援
要
請
に
近
似
す
る
。
つ
ま
り

門
主
の
消
息
や
御
書
が
、

一
揆
的
結
束
を
近
世
に
お
い
て
も
可
能
に
し
た
も
の
と
見

る
こ
と
が
出
来
る
。

石
山
戦
争
終
結
と
共
に
、
本
願
寺
教
団
の
闘
争
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
表
面
的
に
は
収

束
し
た
。
そ
れ
は
中
世
社
会
の
終
え
ん
と
近
世
社
会
へ
の
転
換
と
い
う
、
社
会
的
環

境
の
変
ぼ
う
の
上
に
そ
の
理
解
の
中
心
が
お
か
れ
る
。
た
だ
本
願
寺
の
門
徒
団
が
減

少
し
た
も
の
で
も
な
く
、
組
織
的
に
も
幕
藩
体
制
社
会
に
組
み
込
ま
れ
る
が
、
本
末

組
織
や
講
組
織
な
ど
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
加
え
て
、
天

正
か
ら
慶
長
期
に
か
け
て
門
徒
の
移
住
に
よ
る
新
田
開
発
等
が
各
地
で
見
ら
れ
、(12)

経
済
基
盤
の
拡
大
と
、
近
世
初
頭
か
ら
御
宿
の
発
給
が
増
加
し
講
組
織
の
拡
充
が
全

国
的
に
見
ら
れ
る
が
、
何
よ
り
も
二
つ
の
本
山
の
成
立
に
よ
り
門
末
が
半
分
化
し
た

と
い
う
よ
り
、
互
い
に
琢
磨
増
大
し
た
面
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二

二

石
山
戦
争
等
で
は

「法
敵
」
認
定
の
手
順
が
踏
ま
れ
、

「護
法
」
概
念
に

一
向

一

揆
的
結
集
を
見
る
な
ら
ば
、旦

本
山
本
願
寺
焼
失
と
い
う
平
時
に
お
け
る
法
城
消
滅

は
、
無
形
の
法
敵
に
よ
る
本
願
寺
襲
撃
と
同
質
の
危
機
で
あ
・つ
た
と
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
武
装
と
闘
争
に
お
い
て

一
向

一
揆
の
様
相
を
見
&
な
ら
ば
、
近
世
社
会
に
そ

れ
を
引
き
当
て
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
闘
争
を
と
も
な
わ
な
い
一
揆
的
結
束
を
想

定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

金
竜
静
氏
は
、

一
向

一
揆
の
信
心
の
構
造
を
身
命
の
是
非
を
超
え
た
報
謝
に
、
戦

時
の
教
説
が

一
揆
時
の
消
息
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
O
{M
}
も
し
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
先
に
引
用
し
た

「金
剛

一
統
志
」
の
三

・
遠
門
徒
の
信
州
遠
山
用
材
探

索
に
際
し
、

「法
の
為
に

一
命
を
な
げ
打
大
材
を
求
と
」
行
動
に
移
し
た
姿
は
、
護

法
が
身
命
に
勝
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は

「此
度
の
再
建
二
付
て
(
諸
国
よ
り
出
る
所

の
大
材
、
皆
不
思
議
よ
り
出
ざ
る
(
な
し
、
但
(且
)
ツ
又
御
本
山
(
何
レ
ヘ
向
し
と

も
未
知
ら
ざ
る
遠
境
の
門
末
、
お
し
な
へ
て
一
命
を
な
げ
打
拝
致
た
る
有
様
、
是

ふ
し
ぎ
に
沢
斟
、」
(g
と
、
本
山
を
見
た
こ
と
も
な
い
遠
隔
の
門
徒
も
お
し
な
べ
て

「
一
命
を
な
げ
打
つ
」
不
措
身
命
の
姿
と
写
っ
た
。

も
と
も
と

「金
剛

一
統
志
」
の
著
者
が
、

「身
を
忘
れ
丹
誠
に
抽
で
、
報
謝
の
思

ヒ
」
の
中
で
の
落
命
者
二
百
五
十
人
は
、
石
山
(合
戦
)と
同
様
で
あ
る
と
評
価
す
る

こ
と
に
つ
い
て
先
に
も
注
目
し
た
が
、
全
国
の
門
末
の
動
向
を
情
報
収
集
し
、
大
堂

造
営
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
著
者
の
見
た
も
の
は
、
信
仰
が
強
靭
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
化
し
、
。落
命
と
救
済
が

一
体
と
な
っ
た
無
数
の
姿
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
著
者
が

伝
え
聞
く
、
二
百
年
前
の

「石
山
合
戦
」
の
門
徒
の
姿
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
に
考
え
る
時 、

近
世
社
会
に
お
い
て
も
平
時
で
の
闘
争
を
と
も
な
わ
な

い
「一
向一
撲」

概
念
を
想
定
す
る
こ
と
は 、

あ
な
が
ち
荒
唐
無
稽
で
は
な
い
と
考

え
る 。

む
す
び
に
か
え
て

こ
の
よ
う
な
大
事
業
が 、
わ
ず
か
一
世
紀
の
聞
に
四
度
も
繰
り
返
さ
れ 、

門
徒
の

疲
弊
に
よ
る
遅
延
が
確
認
で
き
な
い
の
は 、

単
に
報
謝
行
を
醸
し
出
す
信
仰
の
強
靭

さ
と
い
う
面
か
ら
だ
け
で
は 、

説
明
は
不
十
分
で
あ
る 。

こ
の
点
に
つ
い
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は 、

『
絵
伝』
の
最
終
部
分
に
も
あ
る

「
諸
国
御
影
頂
戴」
（
E
1

⑤
l

B）
で
あ
る 。
す
な
わ
ち
志
半
ば
に
し
て
逝
去
し
た

前
門
主
乗
如（
歓
喜
光
院）
の
影
像
が
門
末
に
授
与
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い 。
こ
れ
は

や
が
て
門
末
の
聞
に
お
け
る
巡
回
仏
事
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る 。

こ
の
巡
回
仏
事
に
つ
い
て
は 、

す
で
に
西
山
郷
史
氏
や
蒲
池
勢
至
氏
ら
が
民
俗
学

的
視
点
で
能
登
や
近
江
の
事
例
を
紹
介
さ
れ
る
き
。

そ
れ
ら
は
H

ゴ
ソ
ッ
キ
ヨ
ウ
H

（
ご
山宗
教）
・
H

ゴ
オ
ツ
ネ
ン
H

（
ご
越
年）
と
呼
び
称
さ
れ 、

当
初
よ
り
今
に
至
る

迄
伝
承
継
続
さ
れ
る
も
の
で 、

西
三
河
地
方
に
お
い
て
も一
部
地
域
で
は 、

暮
戸
会

所
へ
下
付
さ
れ
た
影
像
を
貸
り
受
け
仏
事
が
継
続
さ
れ
て
い
る
E
。

こ
の
時
の
御
影
の
う
ち 、

尾
張
国
愛
知
・

海
東
・

知
多
三
郡
門
徒
中
に
下
付
さ
れ

た
影
像
に
は
次
の
よ
う
な
裏
盤
き
を
附
す 。

「
京
本
願
寺
究
政
度
再
建
絵
伝」

と
そ
の
背
景

乗如（歓喜光院）真影

本
願
寺
前
大
僧
正
蒋
達
如（
印）

愛
知
郡

尾
張
国
海
京
都

知
多
郡

門
徒
中

天
明
戊
申
之
春、

我
本
廟
羅
）
祝
融
之
災也
、

親
然
タ
ル
堂｛
子
惣
ニ
為
J

烏
有一
、

前
住

歓
喜
光
院
真
影



二
四

加
え
て
、
歴
史
を
遡
る
蓮
如
時
代
の
吉
崎
坊
舎
災
上
や
、
山
科
本
願
寺
回
禄
、
対

信
長
戦
に
よ
る
大
坂
本
願
寺
焼
滅
の
悲
歎
を
伝
説
的
に
語
り
継
い
だ
と
し
た
な
ら

ば
、
復
興
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
そ
こ
に
内
包
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
誤
り
な
い
で
あ

ろ

つゝ
。

た
だ
、
戦
国
期
と
近
世
と
い
う
社
会
背
景
の
決
定
的
な
相
違
が
、
そ
の
復
興
に
如

何
な
る
影
響
を
あ
た
え
た
か
で
あ
る
が
、
前
者
の
戦
国
期
の
焼
失
は
い
ず
れ
も
以
前

の
復
興
は
な
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
近
世
の
平
和
時
の
焼
失

・
復
興
を
戦
国
期
の

そ
れ
と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
法
城
消
滅
と
い
う
最
大
の
危
機
に

お
い
て
、
全
国
の
門
末
の
動
向
を
戦
国
期
の
そ
れ
と
擦
り
合
わ
す
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。す

な
わ
ち
、
財

・
物

・
人
の
調
達
と
動
員
が
、
門
主
の
消
息
に
呼
応
し
つ
つ
、
そ

こ
に
は
生
命
を
も
凌
駕
す
る
価
値
観
と
責
任
観
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
法

城
焼
失
の
危
機
克
服
が
、

「護
法
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
報
謝
行
の
有
り
様
で
あ
る
な

ら
ば
、
戦
国
期
の
一
向

一
揆
の
性
格
を
投
影
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
東
本
願
寺

「寛
政
度
再
建
絵
伝
」
の
考
察
を
も
と
に
、
度
重
な
る
再
建

事
業
の
意
義
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
試
み
た
が
、

一
向

一
揆
と
い
う
大
き
な
論

点
に
ま
で
そ
の
視
座
が
及
び
、
不
十
分
な
問
題
提
起
と
な
っ
た
が
、
大
方
の
御
批
判

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
の
御
理
解
を
得
た
。
謝
意
を

表
し
た
い
。

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
五
号

上
人
深
″悲
21
歎
。ざ
乙
一復
興
之
企
夙
夜
蛙
に
忘
t
7
、
衆
縁
之
募
旦
暮
二不
“
慢
。
、

而
y
命
″
也
未
い
幾
;
奄
惣
　　a

11　

化
去
ス矣
、於
゛
是
二我
門
徒
若
干
追
コ
憶
、
。’其
思
づ

而
、粉
骨
砕
身
よ
舅
土
木
之
功
づ夙
斧
斤
之
力
づ、僅
ず
有
除
年
ま
而
殿
堂
門

麿
悉
″復
い旧
観
。一一、
嗚
呼
雖
y是
。法
徳
七?
而
亦
″不
丿
人
″功
惣
乎
、
是
″以
y図
コ

画
5
前
住
上
人
″真
容
づ而
、
以
.y授
与
;
于
門
徒
某
等
二者
也
、

于
時
享
和
元
季
辛
酉
四
月
五
日
召

(適
宜
返
り
点
を
付
し
た
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
明
元
年
の
春
本
廟
は
罹
災
し
烏
有
に
帰
し
た
。
前
住
上
人
は

深
く
悲
歎
し
、
日
夜
募
財
に
励
ん
だ
が
志
半
ば
で
遷
化
し
た
。
門
徒
は
こ
の
遺
志
を

継
ぎ
、
粉
骨
砕
身
の
工
事
に
よ
り
十
年
余
り
で
、
殿
堂

・
門
等
旧
観
に
復
し
た
。
こ

れ
は
人
の
功
で
は
な
く
仏
法
の
徳
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
住
上
人
の
真
容
(影
)

を
図
画
し
門
徒
に
授
与
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
う
し
て
全
国
の
主
に
門
徒
中
に
前
住
乗
如
の
影
像
が
下
付
さ
れ
る
が
、
装
束
は

全
て
黒
衣

・
墨
袈
裟
で
三
河
の
場
合
、
「御
苦
労
姿
の
御
影
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
、

そ
の
意
義
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
影
像
は
、
単
に
前
住
乗
如
や
難
事
業

を
偲
ぶ
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
仏
法
の
殿
堂
を
門
主
乗
如
以
下
の
全
門
末
が
、
仏
法

力
に
よ
り
完
成
成
就
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

こ
の
影
像
を
門
徒
間
に
巡
回
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
世
に
お
い
て
も
先
人
の
懇
念

を
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
再
度

・
再
々
度
の
焼
失
に
遭
遇
し
て
も
、
こ
の
寛
政
度

の
再
建
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
保
持
さ
れ
続
け
、
再
現
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来

る
。
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仏
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一
頁
~
-
能
登
の
御
影
巡
回
-
(
一
九
九
〇

・
木

耳
社
刊
)、
蒲
池
勢
至

「真
宗
民
俗
の
再
発
見
」
六
三
頁
~
-
能
登
の
御
崇
教
-
、

七
〇
頁
~
-
近
江
の
乗
如
上
人
御
越
年
-
(二
〇
〇

一
、
法
蔵
館
刊
)。

(17
)
岡
崎
市
額
田
地
域
や
豊
田
市
南
部
地
域
で
は
現
在
も
大
谷
派
暮
戸
教
会
の
御
影
が
貸

し
出
さ
れ
る
。

(18
)
「名
古
屋
別
院
史
」
資
料
編
。

「束
本
願
寺
寛
政
度
再
建
絵
伝
」
と
そ
の
背
景

〈補
註
〉

本
稿
成
稿
後
、

「封
絵
本
古
今
桜
」
な
る
一
本
を
渡
辺
信
和
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
は
寛
政
七
年
に
版
行
さ
れ
た
大
堂
造
営
(新
始

・
地
築

・
大
材
伐
出

・
運
送

・
造

作

・
上
棟
式
な
ど
)を
図
絵
で
綴
っ
た
も
の
で
、
実
質
束
本
願
寺
造
営
が
下
敷
き
と
な
っ
た

も
の
で
、
興
味
深
い
一
本
で
あ
る
。

二
五




